
ひきこもり支援ステーション事業の広域化について
～和歌山県西牟婁圏域の場合～

20250625
2040年を見据えた保健師活動のあり方に関する検討会

報告者
和歌山県田辺保健所保健課 主査 中家嘉章（精神保健福祉士）
和歌山県上富田町役場福祉課 課長 木村陽子（保健師）

令 和 7 年 度 第 １ 回 2 0 4 0 年 を 見 据 え た
保 健 師 活 動 の あ り 方 に 関 す る 検 討 会 資料４

令 和 ７ 年 ６ 月 2 ５ 日

※本検討会の内容は令和６年度地域保健総合推進事業において2回の検討を

行っています。
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西牟婁圏域の概要 熊野本宮大社

田辺保健所

新宮保健所
田辺・西牟婁圏域
（１市４町）

新宮・東牟婁圏域
（１市４町１村）白浜ＡＷ

構成市町

田辺市、みなべ町、白浜町、上富田町、すさみ町

人口数

和歌山県全体面積の３３％！！
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人口推移
年齢構成別
人口推移

年齢構成別
人口数

各市町別
高齢化率
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西牟婁圏域のひきこもり者支援体制

ひきこもり者
（本人・家族） 一次相談

ひきこもり支援ステーション事業
(旧・県ひきこもり者社会参加支援センター)

+ 生活困窮者自立支援事業 就労準備訓練

相談支援 出張相談

居場所の提供 社会体験活動

継続相談
訪問支援

社会参加支援が必要相談

和歌山県
若者サポートステーション
WithYou事業

若者総合相談窓口
（ワンストップ窓口）

保健所市町村・保健所

医療機関

精神障害
の疑い

普及啓発
掘り起こし

市町村

ひきこもり対策の情報発信
ネットワーク連携強化
人材育成・窓口の充実

ひきこもり地域支援センター
（精神保健福祉センター）

各機関へ
情報提供

居場所
認定NPO法人ハートツリーによる運営

地域若者
サポートステーション

就労相談 職場体験
職業訓練 職場定着支援
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和歌山県内のひきこもり支援推進施策の経緯について（ポイントのみ）

より身近な
市町村事業への展開
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国の動き

和歌山県の
動き

平成16(2003)年
2月3日 読売新聞より



③補助金交付
1/2

ひきこもり者社会参加支援センター
所在自治体

①運営費補助

利
用
者

和歌山県

ひきこもり者社会参加支援センター事業（H16～H30）

当時の予算規模：７，４４０千円（年）

ひきこもり者社会参加支援センター
ひなたの森

メリット①

各自治体が単独設置するより少ない予算規模で、「週５日開所」「常
勤職員配置」「送迎あり」など、質の高い支援を確保することができ
る！

②補助金申請
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３００万円じゃ
運営できない…！

ひきこもりサポート事業への切り替わりで・・・

①補助金交付
1/2

ひきこもり者社会参加支援センター
所在自治体

②運営費補助

◎シンプルな事業スタイルとなったが、補助金額が一自治体一律３０００千円に…
◎これまでどおり田辺市のみがサポート事業を行う場合、これまでの支援量から大幅に減らすしかない…
◎国事業が創設されたことで、県事業は廃止

そ こ で ！！

ひきこもり者社会参加支援センター
ひなたの森
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ひきこもりサポート事業を利用した広域実施の形に変更

◎各自治体が、
NPOハートツ
リーとひきこも
りサポート事業
を契約

◎ひなたの森総事
業費を、人口数
をベースに各自
治体で按分

ひきこもりサポート事業
ひなたの森
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自治体名
人口

(人)
人口割指数(％) 人口割額

R5利用者数

(延人数)

R5相談者数

(延人数)

R5利用者

+相談者

合計件数

利用割

指数(％)
利用者割額 均等割額 負担額計

負担額計

（千円単位）

田辺市 68,448 57.2% ¥4,113,410 1312 31 1343 63.3% ¥568,830 ¥179,840 ¥4,862,080 4862

A町 11,767 9.8% ¥707,143 154 51 205 9.7% ¥86,828 ¥179,840 ¥973,811 974

B町 20,161 16.8% ¥1,211,583 181 106 287 13.5% ¥121,559 ¥179,840 ¥1,512,983 1513

C町 15,720 13.1% ¥944,700 219 24 243 11.4% ¥102,923 ¥179,840 ¥1,227,463 1227

D町 3,607 3.0% ¥216,764 31 14 45 2.1% ¥19,060 ¥179,840 ¥415,664 416

管内計 119,703 100.0% ¥7,193,600 1897 226 2123 100.0% ¥899,200 ¥899,200 ¥8,992,000 8992

令和７年度 西牟婁圏域ひきこもり支援ステーション事業予算表

ひきこもり支援ステーション事業 現在の予算の姿

運営予算 ＝ 人口割（８０％） ＋ 利用者実績割（１０％） ＋ 均等割（１０％）
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認定NPO法人ハートツリーの強みW
ith
Y
o
u

事
業

居
場
所

サ
ポ
ス
テ
事
業

相談としての「入口」から、就労や就職という一つの「出口」までの支援を同じ
法人が一貫して支援できるというメリット。
※その中間の支援に「居場所」があることが何よりも重要なポイント。（行きつ、
戻りつが出来る環境）
その周りを協力・関係機関によって取り囲まれているというイメージ。
「ひきこもり支援」は単一の課題にだけではなく、一人ひとりの
「生活」を総合的に支援する仕組みが大事なポイント。

メリット② 「ひきこもり支援」という専門性の高い支援を担う貴重な人財を分散
させることなく、１か所に集中させることができる！
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ひきこもり相談

就労支援
（就労準備支援）

居場所支援 学習支援
※ボランティアと連携

訪問支援

市町巡回相談

他機関連携ひきこもり支援ステーション事業
ひなたの森

人財を集中させた結果、現在の機能
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メリット③ 各自治体からの委託としたことで居場所利用者が増え、ひきこもり支
援にグループダイナミクスが生じる！

◆家庭と社会の中間にある居場所への定着を促す動機付け（気の合う仲間に会いに行く）
◆仲間の社会参加を間近に見ることで、その仲間がロールモデルとなり、社会参加へのイメージ力

とモチベーションアップ！
◆不登校経験者であっても、社会に参加する前に“疑似社会”を体験することができる
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広域化にまつわる苦労話あれこれ

◼ 広域化するにあたり、事業要否については自治体毎で捉え方に差があったのも事実
➢ ひきこもり支援はどちらかと言えば新興分野であったし、障害者施策とも保健施策とも言いづらい

分野。新規事業として予算化する必要があるのかと考える自治体もあり、圏域として同じ方向を向
くためには説得する必要もあった

◼ 国と市町村の1/2事業となったため、「うちもお金を出しますから」が使えなかった
➢ こうなってしまうといわゆる「お願いベース」での交渉になる。ただ、県としてはこれまで進めて

きたひきこもり施策を後退させたくなかったし、そもそもが現在の利用者が行き場を失うことだけ
は避けたかったため、日ごろの関係性を生かして必要性を必死に訴求した。
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当圏域が広域化できた要因

◼ 自立支援協議会や基幹相談支援センター事業等、本来は市町村主体の実施としているものを圏域で考え
る素地や文化があった
➢ ひきこもりサポート事業以前からの流れであるため、広域化を後押しする保健所としても抵抗なく

交渉や調整に入ることができた

◼ 精神保健福祉に関することは県がしっかりグリップしており、これまでも様々な施策や取り組みを提案
できていたこと
➢ 当時、本県ではひきこもり支援については県庁障害福祉課こころの健康推進班（現こころの健康推

進課）が所管しており、国事業への乗り換えで県内のひきこもり支援体制が後退することは避けな
ければとの思いもあった

◼ 社会参加支援センター事業の補助先である田辺市が、事業継続の意思があったこと。
➢ 古くから「ひきこもり検討委員会」を田辺市独自で設置するなど、ひきこもり者支援を地域として

行ってきた歴史があった。予算構成の大半を占める田辺市が事業を継続することが、広域化の最大
条件であったと言える
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広域化の課題

◼ 広域化することで、利用者が通いにくくなる場合もある
➢ 西牟婁圏域は広大な面積を誇るため、山間地や圏域縁部からの頻回な利用は難しい
➢ 当圏域は送迎や巡回相談でカバーしている

◼ 障害保健福祉圏域の構成自治体によるコンセンサスが必要
➢ 広域行政を担う保健所の腕の見せ所ではあるが、ひきこもり支援ステーション事業の特性上、予算

に県の財布を挟めないため、他の保健福祉関連事業等を通じた日ごろの信頼関係が重要となる

◼ 自治体規模に差がありすぎると、予算構成で不公平感が出ることも
➢ 人口規模のみを按分要素にしてしまうと規模の大きな自治体は割を食いすぎてしまうこともある。

特に実績が無くとも年間運営費として拠出する状態になるため、前年度の相談や居場所利用実績を
組み込んだり、圏域資産として均等割り部分を入れたりしながら調整する必要がある
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上富田町の現状と課題

上富田町マスコット
キャラクター
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上富田町の紹介 人口 ：１５，６８１人

（２０２５年１月１日）

面積 ：５７．３７㎢

高齢化率 ：２７．5％

（和歌山県平均３３．３％）

＜町内＞

医療機関数：医院（診療所）１０か所

歯科医院（診療所）７か所

助産施設 ：２か所
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上富田町人口構成【人口の推移】
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上富田町 出生数
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上富田町 保健師の体制（主に２つの課）
保健師数（令和７年４月１日） ： １１名（育児休暇２名含む）

配置 ①福祉課 ： 福祉班・子育て支援班・保育所

保健センター班 7名

②長寿課 ： 本庁舎 2名

勤務年数 ①20年以上・・・4名

                ②10年以下・・・7名
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保健師の業務別

①福祉課 ： ７名（保健センター）

１）福祉課長

２）母子保健事業

子ども家庭センター 統括支援員

３）成人保健事業

４）高齢者保健事業と介護の一体的実施

②長寿課 ： ２名（本庁舎）

１）長寿課長

２）地域包括支援センター
21



ひきこもり（広域化）への関わり
平成３１年度 ひなたの森開所

（田辺市・みなべ町・上富田町・白浜町・すさみ町）

＜現状＞

事務局（予算） ： 福祉部門の職員

上富田町での活動 ： 出張相談実施（２回/年）

保健師の関わり ： ほとんどできていない

委託料（町から施設） ： 当初よりも上がっている
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ひきこもり支援（広域化）
課題と対応

１）福祉部門と保健センターの連携が希薄

→今年度の担当者は、保健師と福祉部門の職員の2名体
制で行い、連携を取っていく

２）「ひなたの森」のことが担当職員以外は十分に把握できて
いない

→ひなたの森の施設見学実施
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ひきこもり支援（広域化）
課題と対応

３）広域での実施であるが、ひきこもり事業について他の市町
の保健師とも連携ができていない

→保健師間でも課題等の協議を行う機会を作る

４）保健師が専門研修を受けている人が少ない

他の事業（母子保健や成人、高齢者事業など）が優先されて
いる

→研修に参加する機会を増やしていく
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ご清聴ありがとうございました

稲葉根王子跡
世界遺産登録（追加指定） 25
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